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4．タンク基礎の設計 

 

設計方針：『屋外タンク貯蔵所の技術基準解説－準特定屋外タンク貯蔵所の技術基

準詳解；危険物保安技術協会 編著』では、27 号通知よりボーリング

調査位置、数量について下記のように示している。 

A) 原則としてタンク１基当たり、地盤内の 1 箇所以上のボーリングデ

ータに基づき土質定数の決定を行う必要がある。 

このときの地盤の範囲とは、58 号通知で「地盤内とは告示第４条の

２２の３に規定する範囲とする。」とされ、タンク半径に５ｍを加え

た距離を半径としてタンク中心とした円の範囲を地盤の平面範囲と

している。 

B) 地盤層序が明らかな場合は、タンクを包含する地盤外の 3 箇所以上

のボーリングデータに基づき土質定数の決定を行っても差し支えな

いこと。なお、土質定数の決定にあたっては、既存の土質調査結果

を活用ができるものであること。 

この場合の「包含する」とは、「タンク全体を含むことが望ましいが、

少なくともタンク中心がボーリング箇所を結んだ図形の内側にある

状態をいう。なお、この場合のボーリング箇所の間隔は最大で 70ｍ

程度とする。」としている。 

C) 使用する複数の土質定数等に大きなばらつきがあり、タンク地盤の想

定がしにくい場合には、原則に戻って地盤の範囲で調査が必要とな

る。 

D) ボーリング調査の深度は、地盤の支持力及び沈下量を検討するために

必要な深度まで行うものとする。 

 

今回の計画策定業務は概略検討で方向性を決める業務のため、既往の地質調査

データを用いて想定した土層構成・物性値で検討を行う。 

以下に設計手順を示す。 

① 既往の地質調査データを用いて、タンク位置直下の土層構成および物性

値の想定 
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② タンク位置直下の液状化判定 

③ 屋外タンク杭基礎の設計  ＊1）＊2） 

④ 屋外タンク直接基礎の設計 ＊1）＊2） 

 

＊1）屋外タンク杭基礎・直接基礎の設計において、想定した物性値における概

略検討のため、タンク径・高さは同一だが屋根形状の違いで若干重量の大き

い DRT で安全側の検討を行う。 

＊2）屋外タンク杭基礎・直接基礎の設計において、想定した物性値における概

略検討のため、単位面積当たりの重量が大きい 990KL タンクで安全側の検討

を行う。 

 

 

4.1 当該計画地の基礎地盤 

4.1.1 土層構成 

土質調査位置及び仮想土質縦断図を図 4.1 に示す。 
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図 4.1 土質調査位置及び仮想土質縦断図 
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4.1.2 当該計画地の地盤概要 

 

当該タンク計画地の地質層序および地質断面図を図 4.1 に示す。 

 ＊鹿児島船艇用品庫（30）敷地調査業務 地盤調査報告書より 

調査地周辺の地質は、中生代白亜紀の四万十層群（砂岩・頁岩及び同互層）を

基盤としており、これを不整合に覆って、新生代第四紀更新世の固結砂・固結シ

ルト・礫の各層が分布している。さらに、これらを覆って新生代第四紀更新世の

阿多火砕流堆積物（溶結凝灰岩）、人戸火砕流堆積物（シラス）及び完新世の沖積

層（三角洲堆積物）や埋立土（砂、礫）、海浜砂（砂、粘土、礫）等の末固結堆積

物が分布している。 

西方の台地は、約 2 万 9千年前に噴出した入戸火砕流で形成された厚いシラス

からなり、海岸沿いの低平地には、沖積層が厚く堆積している。なお、シラス台

地裾部には阿多火砕流堆積物（溶結凝灰岩）や基盤となる四万十層群（砂岩·頁岩

及び同互層）の露頭が確認されている。 

沖積層は、河川のはたらきにより形成された末固結推積物で、貝殻片を含む砂

～シルト、泥で形成される。また、障子川沿いに発達した河成段丘（隆起三角洲

堆積物）が沖積層の下位に分布している。 

谷山二区の埋立は、これらの沖積層の沖合延長上に施工されている。埋立土砂

は、コンクリート片等のガラを含む上砂、シラス質の土砂からなる。 

ボ-リング調査結果から地質断面図を作成し、断面図の地質構成をまとめると 

表 4.1 のようになる。 
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表 4.1 地質層序一覧表 

 

 

 

地質断面図からわかるように、確認された地層はほぼ水平に堆積している。 

今回の調査で確認された地層は、最下部に固結した砂及び砂礫から構成される洪

積層が分布する。 

洪積層の上位には人戸火砕流堆積物のシラス（一次シラス）が覆っている。こ

のシラスは、指宿山地の山裾に連続して確認されている。調査地において確認さ

れた層厚は 16.8m で、上面は北側に傾斜している。 

さらにその上部にはシラスの 二次堆積物を主体とする沖積層の貝殻混りの砂

層及び砂質シルトが分布している。この内、砂質シルト層は旧海底堆積物でシル

ト分主体の軟弱な粘性土で、層厚は 1.00～2.45m を有し、下面はわずかに南側に

傾斜している。 

これら堆積物の上に浚渫等による土砂を主体とする埋上が覆っている。 
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図 4.2 ボーリング柱状図 No.1（F 護岸） 
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図 4.3 ボーリング柱状図 No.3（F 護岸） 
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図 4.4 ボーリング柱状図 No.1（A 岸壁） 
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4.2 液状化判定（設計地盤条件における液状化判定：改良前および改良後） 

 

4.2.1 液状化判定検討（現地盤における液状化検討） 
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4.2.2 設計地盤条件における液状化判定（改良前） 
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4.2.3 サンドコンパクションパイル工法による地盤改良の検討 
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4.3 屋外タンク（990KL）杭基礎の設計 
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4.3.1 設計条件 
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4.3.2 液状化判定 
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4.3.3 杭基礎の設計 
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4.4 屋外タンク（990KL）直接基礎の設計 
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4.4.1 設計条件 
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4.4.2 構造検討 
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4.4.3 液状化対策工法の選定 

 

タンク基礎の液状化対策として、以下の工法を選定する。 

 

(1) 杭基礎の場合：杭基礎の補助工法 

密度の増大を目的（有効応力の増大） 

締固め工法・静的締固め工法・陸上施工・砂質土圧入

方式 

（表-1 液状化対策の選定表参照） 

 

 

(2) 直接基礎の場合：固結を目的（剪断変形の抑制） 

固化工法・深層混合処理工法・機械攪拌方式 

（表-2 液状化対策の選定表参照） 

 

 

 

出典：液状化対策工法の分類と工法概要 

（原理別分類表と地盤改良工法の選定表） 

2012 年 4 月 土木学会，建設技術研究委員会 建設技術体系化委員会 
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表-3 液状化対策工法の分類表（原理別分類） 
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